
平成２３年度 第１回 
高知県木質バイオマスエネルギー利用促進協議会 

 

                           日時：平成２３年５月３１日(火)10:00～11:30 

                      場所：工業技術センター ２階 第１研修室 

 

 

会 次 第 
 

  １ 開  会 
 
  ２ あいさつ 

 
３ メンバーの紹介                ･････ 資料１ 
 
４ 会長及び副会長の選任 
 
５ 協議事項 

 
（１） 平成２２年度の振り返りについて    ･････資料２ 

 

（２） グリーン熱証書発行事業について    ･････資料３ 

①事業の概要 

②仕様書の内容 

③平成２３年度の計測器の設置箇所 

 

（３） 燃焼灰処理・再生利用指針策定について ･････資料４ 

①本年度の取り組みの概要 

②仕様書の内容 

 

（４） 地域循環型ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの検討について  ･････資料５ 

①本年度の取り組みスケジュール 

②課題の整理 

（５） 平成２３年度の年間スケジュールの確認 ･････資料６ 

 

（６） その他 
 
  ６ 閉  会 
 

 〔参考資料〕 
   ○ 高知県木質バイオマスエネルギー利用促進協議会規約 他 
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平成２２年度 木質バイオマスエネルギー利用促進協議会開催実績 
 

 

 

 

〔H22の主な事業実績〕 

  ○木質バイオマスボイラー導入状況：４０台（ペレット３９台、薪１台） 

  ○燃焼灰：燃焼灰造粒・施用試験（緑の分権（安芸地域））、堆肥混合試験（興津地域） 

  ○グリーン熱証書発行事業委託：モニタリング及び調査 熱量計測器２機設置 

 供 給 利 用 

部会（6 月 4 日（金)） 

※両部会同時開催 

■H22スケジュール・検討内容について 

・燃焼灰の適切な処理、再生利用にむけた検討状況 

・ペレットの品質分析計画について 

■22年度のペレットの生産計画と利用（予定）計画の調整について 

■幹事（供給５名・利用５名）選出 

協議会（7 月 7 日（水）） 

■ペレット等利用者に対するアンケート調査実施について 

■グリーン熱証書発行事業について 

■流通の安定化に向けた提案 

部会（供給：8 月 30 日(月) 

利用：31 日（火）） 

■生産・受注状況について 

■利用者アンケート結果について 

■ペレットの品質分析について 

■ボイラーの導入設置状況 

■燃焼灰の再生利用について 

 （JA四万十の試験利用申請） 

協議会（9 月 27 日（月）） 

■両部会検討結果について 

■木質ペレットの利用推進についての考え方 

■グリーン熱証書発行事業について 

  ・仕組み、スケジュール等 

■岩手県の木質バイオマス関連施設の視察について 

■協議会の運営体制について 

供給部会（11 月 24 日(水)） 

■ペレットの品質分析について（森林技術センター） 

 （分析・表示検討） 

■チップ、薪の流通体制整備、コストについて（メンバー情報提供） 

協議会（2 月 3 日(木)） 

■両部会検討結果について 

■グリーン熱証書発行事業について（森のエネルギー研究所） 

■来年度の予算・計画等について 

■新エネルギービジョンについて 

部会（3 月 22 日(火)） 

※両部会同時開催 

■ペレットの品質分析について 

 （実績報告） 

■燃焼灰の再生利用についての 

検討成果（実績報告） 

■ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗｰ利用（養鰻業） 

■ﾍﾟﾚｯﾄ市場の現状（ﾍﾟﾚｯﾄｸﾗﾌﾞ） 

協議会（3 月 22 日(火)） 
■23年度の協議会体制について（規約、委員改選） 

■23年度の協議会計画案について 

資料２ 



平成平成平成平成 23232323 年度年度年度年度グリーン熱証書発行事業グリーン熱証書発行事業グリーン熱証書発行事業グリーン熱証書発行事業    概要書概要書概要書概要書    

 

林業振興・環境部 木材産業課 

 

〈背 景〉 

昨今の原油高騰や地球温暖化対策への対応として、化石燃料に変わる木質バイオマスエネルギ

ーへの期待が高まっています。県内においては、環境意識の高い事業者により、施設園芸用ボイラ

ーや公共施設を中心に、木質ペレットボイラーの導入が進みつつあります。 

反面、木質バイオマスの安定的な供給が難しく、また、従来の化石燃料利用のシステムと比較し

て利用機器の導入経費、運転経費において価格差があり、継続的利用の妨げになっています。 

木質バイオマスエネルギーを安定的に供給、利用していくために、県内小規模事業者において普及

できるコスト差を埋める仕組みづくりが必要です。 

 

〈事業の目的〉 

環境価値創出のためにかかる追加的な費用を社会全体で負担する仕組みをつくり、木質バイオ

マスエネルギーの継続的利用、新たな利用拡大へのインセンティブにつなげます。 

 

〈業務内容〉 

策定される認証基準に沿って、県内で利用されるバイオマスエネルギーの環境価値部分の認証

を受け、証書発行に必要な、計器の設置、モニタリング、その他調査を行います。 

 

〈業務全体の流れ〉 

① 認証基準に従った熱量計測機の設置 

（温水ボイラー３台 下記設置予定箇所参照） 

② モニタリング実施 

③ 調査報告 

 

本調査報告をもって、グリーンエネルギー認証センターへグリーン熱認証の申請を行います。 

  

 計測器設置予定箇所 

ボイラー種類 ボイラー機種 設置箇所名 住 所 

バイオマス焚き 

温水ボイラー 

二光ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱

RE５０N（ペレット） 

県立牧野植物園 

（温室） 
高知県高知市五台山 

未定（ペレット） 未定（民間業者）  

未定（チップ） 未定（民間業者）  

 

 

 【設置予定のモニタリングシステム（①+②）】 

① 積算熱量計（電磁式、愛知時計電機㈱） 

② 遠隔検針システム（8bit 電文）（1 ヶ所） 

 

 

 

積算熱量計（電磁式）愛知時計電機㈱⇒ 

資料３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ    

利用促進協議会利用促進協議会利用促進協議会利用促進協議会    

温水ボイラー 
・中津渓谷 ゆの森 

・㈱東洋トピナ 

 
22 計器 

温風ボイラー 

㈱森のｴﾈﾙｷﾞ

ｰ研究所 

①計測法の検

討、計器選定、

設置、モニタリ

ング 

②計測法の 

調査・検討 

高知県高知県高知県高知県(事務局機能) 
 

・目標の共有 

（産業振興計画、森林整備

推進） 

・証書の信頼性担保（証書

販売先の確保） 

・国機関等との連絡調整 

・温風ボイラーの認証基準

策定要請 

認認認認    証証証証    機機機機    関関関関 

証書発行 
売り込み 

◆◆◆◆    平成平成平成平成 22222222 年度年度年度年度    

認証 

◆◆◆◆    平成平成平成平成 22223333 年度年度年度年度    

計測法検討、 
コスト試算 
委託 

木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ    

利用促進協議会利用促進協議会利用促進協議会利用促進協議会    

温水ボイラー 

温水ボイラー 
 

高知県高知県高知県高知県(事務局機能) 
 

・小口事業者も参加できる

仕組みづくり 

・収益分配の仕組みづくり 

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを集中管理する

方法の検討 

・民間主体の運営体制づく

り 

    

企企企企 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

業業業業    

認認認認    証証証証    機機機機    関関関関 

新計器設置・ 
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ委託 

証書発行・売り込み  

認証 

22 計器 

22 計器 

22 計器 22 計器 

23 計器 

23 計器 

23 計器 

◆◆◆◆    今後の体制整備今後の体制整備今後の体制整備今後の体制整備 

木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ    

利用促進協議会利用促進協議会利用促進協議会利用促進協議会    

ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗｰ 

 

    

企企企企 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

業業業業    

認認認認    証証証証    機機機機    関関関関 

協議会の役割(事務局機能) 
・新計器設置・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ費用負担 

・認証申請・証書発行事務 

・証書売り込み・収益の分配 

（拡大投資費・運営経費を除いた収

益を、発生熱量によって分配） 

認証 申請 

22 計器 22 計器 

23 計器 23 計器 23 計器 

実績報告（H22 設置分） 

24 計器 24 計器 24 計器 

設備認定申請 

対価 

検討依頼 

証書発行事業者 

㈱ｴﾅｼﾞｰｸﾞﾘｰﾝ 

資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁では H22 に「再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ等の熱利用に関する研究会」を立ち上げ、バイオマス等の熱利用を普及拡大するための検討を行って

いる。H23 年度には熱測定方法の検討も行う予定であり、本県の検討経緯を当研究会に伝えることにより、温風熱の測定法の確立を目指す。 

調査研究機関 

①ﾍﾟﾚｯﾄ以外の

ﾊﾞｲｵﾏｽｸﾞﾘｰﾝ熱 

②遠隔検針シス

テム導入検討 

③拡大普及モデル

構築のための試算 
証書発行事業者 

設備認定申請 
24 年度以降は協議会において、グリーン熱の計測とりまとめ・証書発行事務・管

理を行うことを目指しており、継続的に環境価値の還元が受けられる仕組みをつ

くるためにも、グリーン熱証書を拡大普及するための試算を行う必要がある。 



グリーン熱証書発行事業委託業務 仕様書（案） 
 

１ 適用 

 本仕様書は、高知県（以下「甲」という。）が委託する、グリーン熱証書発行事業委託業務（以下

「本業務」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

 なお、本仕様書は業務の大要について記しているものであるから、記載されていない事項であって

も技術的に必要な事項は、受託者（以下「乙」という。）の責任により満たされなければならない。 

 

２ 本業務の目的 

 高知県内で利用されるバイオマスエネルギーの環境価値部分の認証を受け、証書という形で発行す

るために必要な、計器の設置、モニタリング、その他調査を行う。 

その成果をもとに、グリーンエネルギー認証センターで認証を受け証書を発行し、グリーンエネル

ギーを選択する企業に販売する道筋をつくることによって、木質バイオマスエネルギーの継続的利用、

新たな利用拡大へのインセンティブにつなげる。 

（温水ボイラー熱については証書発行、温風ボイラー熱については計測方法の検討と認証機関への

提言を行う。） 

 

３ 委託期間 

契約締結日から平成 24年 2月 28日まで 

 

４ 業務計画書 

 乙は、契約締結後 15日以内に業務計画書を作成し提出すること。業務計画書には下記の事項を記

載するものとする。 

（１） 業務概要 

（２） 実施方針 

（３） 業務工程 

（４） 業務組織計画 

（５） 連絡体制（緊急時含む） 

（６） その他県が指示するもの 

 

５ 成果物 

 成果物は以下のとおりとし、乙は業務を完了したときは、速やかに甲に提出すること。 

 （１）報告書  3部 

     委託内容や調査により得られたデータ等を含むものとする。 

 （２）上記の報告書を電子化したもの（CD-ROM） 

 （３）その他甲が指示するもの 

 

６ 収支報告書 

 乙は次の事項の内容を含む収支報告書を作成し、業務を完了したときは、速やかに甲に提出するこ

と。 

（１） 事業費及び人件費の実績額 

（２） 取得した計測機器等機器類の一覧表（品名、規格型番、取得価格） 

（３） その他甲が指示するもの 

 

７ 業務内容 

 業務内容は以下のとおりとし、詳細は別添企画提案内容に記載されたものとする。 

① 現地調査実施 

認証基準に適合する熱量計測機の購入・設置・モニタリング 

（温水ボイラー３台(ペレット２台、チップ１台) 下記設置予定箇所参照） 

遠隔検針システムによるモニタリング 

（１ヶ所 下記設置予定箇所参照） 

② モニタリング結果の検証・とりまとめ 



③ 設備認定申請 

④ 遠隔検針システムでの計測方法についてとりまとめ（認証機関への提言書作成） 

⑤ 普及拡大の方法・収益分配の仕組みに関する考察 

⑥ 事業報告書に関する関係機関との勉強会の開催 

 

 

 【平成２２年度】 

〔計測器設置箇所〕 

種  類 機  種 設置施設名 所 在 地 

ペレット焚き温水ボイラー 

二光ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱

RE５０N 

中津渓谷 ゆの森 

（温泉） 
高知県吾川郡仁淀川町名野川 

㈱日本ｻｰﾓｴﾅｰ 

BSL－５００型 

㈱東洋ﾄﾋﾟﾅ高知事業所 

（養鰻業） 
高知県高知市春野町森山 

ペレット焚き温風ボイラー 
㈱相愛 

MN－１２F 

長岡農協管内 

（施設園芸） 
高知県南国市東﨑 

 

 

 【平成２３年度】 

〔計測器設置予定箇所〕 

種  類 機  種 設置施設名 所 在 地 

バイオマス焚き 

温水ボイラー 

二光ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱

RE５０N（ペレット） 

県立牧野植物園 

（温室） 
高知市五台山 

機種未定（ペレット） 未定（民間業者）  

機種未定（チップ） 未定（民間業者）  

 

〔設置するモニタリングシステム〕 

積算熱量計（電磁式） 
愛知時計電機(株) 

TAV-ETR 
上記 H23 新設 ３ヶ所 上記ボイラーと同じ 

遠隔検針システム 

（8bit 電文） 
機種未定 

県立牧野植物園 

（温室） 
高知市五台山 

 

 

８ 特記事項 

（１）乙は、認証機関である「グリーンエネルギー認証センター」の動向（最新の認証基準の参照、運営

委員会の開催日程等）や、その他必要な情報を把握し、必要に応じて甲と連絡・調整を図ること。 

（２）乙は、グリーンエネルギー認証センターの木質バイオマス熱認証基準に沿って、上記温水ボイラ

ー３台について、設備認定の手続きを代行すること。ただし、設備認定に要する経費（認定料等）

については、甲が別途負担することとする。 

（３）本業務の成果は、グリーンエネルギー認証センターへの認証申請に活用できるものである

こと。甲は、成果物（本調査報告書）をもって、グリーンエネルギー認証センターへの熱量認証申

請（遠隔検針システムついては、熱量計測データの管理方法の提言）を行う。 

（４）本業務の実施において乙が取得した計測機器等機器類については、甲に帰属するものとする。 

（５）本業務の実施にあたっては、ボイラー所有事業者・地元住民・市町村など関係機関との調

整を図ること。 
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木質バイオマス燃焼灰処理・再生利用指針策定事業 

委託業務 仕様書(案) 
 

１ 適用 

 本仕様書は、高知県（以下「甲」という。）が委託する、木質バイオマス燃焼灰処理・再生利用指

針策定事業委託業務（以下「本業務」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

 なお、本仕様書は業務の大要について記しているものであるから、記載されていない事項であって

も技術的に必要な事項は、受託者（以下「乙」という。）の責任により満たされなければならない。 

 

２ 本業務の目的 

昨今の原油高騰や地球温暖化対策への対応として、化石燃料に変わる木質バイオマスエネルギーへ

の期待が高まっている。県内においては、環境意識の高い事業者により、施設園芸用ボイラーや公共

施設を中心に、木質ペレットボイラーの導入が進みつつある中で、事業所のボイラーから排出される

燃焼灰は産業廃棄物にあたることから、今後の利用拡大に向けて早急に解決しなければいけない課題

となっている。そのため、本委託業務では、燃焼灰を造粒化し農地への散布などの取扱いを容易にす

ることで、新たな商品価値を見出すことを目的として、安全性の確認や製品化コストの試算、マーケ

ットリサーチの調査等を行う。 

 

３ 委託期間 

契約締結日から平成 24年１月 31日まで 

 

４ 業務計画書 

 乙は、契約締結後 15日以内に業務計画書を作成し提出すること。業務計画書には下記の事項を記

載するものとする。 

（１） 業務概要 

（２） 実施方針 

（３） 業務工程 

（４） 業務組織計画 

（５） 連絡体制（緊急時含む） 

（６） その他県が指示するもの 

 

５ 成果物 

 成果物は以下のとおりとし、乙は業務を完了したときは、速やかに甲に提出すること。 

 （１）報告書  3部 

     委託内容や調査により得られたデータ等を含むものとする。 

 （２）上記の報告書を電子化したもの（CD-ROM） 

 （３）その他甲が指示するもの 

 

６ 業務内容 

 業務内容は以下のとおりとする。 

（１） 木質バイオマス燃料の燃焼灰の特徴把握 

① 安全性の確認 

    県内産の全木ペレット及び木部ペレットを、県内事業者が利用する木質バイオマス

ボイラーで燃焼した際に排出した灰の安全性確認（全木ペレット及び木部ペレット

燃焼灰 2 検体）。 

② 燃焼灰ペレットの製造 

    ①で安全性を確認した燃焼灰を造粒する(500ｋｇ程度×2 資料)。また、造粒にかか

るコスト試算を行う。 

③ 肥料成分分析 

    燃焼灰ペレットの肥料としての効能の分析を行う。 

④ 栽培試験 

    作物への施用試験を実施し、その結果を分析する。 



 

（２） マーケットリサーチ 

① ヒアリング調査 

    県内において苦土石灰などアルカリ資材の需要について調査し、燃焼灰ペレットの

消費先や用途の検討を行う。また、燃焼灰ペレットの価格設定、販売方法などを検

討する。（ヒアリング先：農業協同組合等関連機関） 

② モニター調査 

    農地にアルカリ資材を利用している代替として、（１）の②で製造した燃焼灰ペレット

の販売テストを行い、利用者調査票に記入を求めて、状況を調査する。 

 

（３）再生利用モデルの検討 

燃焼灰ペレット製造から販売、利用までを通した利用モデルを検討する。 

 

県内産ペレット製造事業者 

種類 企業名 工場所在地 

ペレット 

（木部） 
須崎燃料(有） 須崎市 

ペレット 

（全木） 
ゆすはらペレット(株） 檮原町 

ペレット 

（木部） 
(株）日本バイオエナジー 高知市 

ペレット 

（全木） 
仁淀川町 プラントは佐川町 

ペレット 

（木部） 
池川木材工業㈲ 仁淀川町 

ペレット 

（全木） 
㈲安岡重機 安芸市 

 

燃焼灰の造粒化が可能な機器を所有する事業者 

企業名 工場所在地 

㈱垣内 南国市 

仁淀川町 プラントは佐川町 

 

 

８ 特記事項 

（１）本業務の実施にあたっては、ボイラー所有事業者（燃焼灰排出事業者）・関連事業者・地元

住民・市町村など関係機関との調整を図り、事業を実施すること。 
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づ
く
り
）

○
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（
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の
取
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ま
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各
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Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３木質バイオマス利用ユニットモデル検討木質バイオマス利用ユニットモデル検討木質バイオマス利用ユニットモデル検討木質バイオマス利用ユニットモデル検討    年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール    

                 (重点項目名：木質バイオマス利用の拡大)  

月月月月    利用促進協議会利用促進協議会利用促進協議会利用促進協議会    
ユニットモデルユニットモデルユニットモデルユニットモデル PTPTPTPT    

((((検討課題及び成果目標検討課題及び成果目標検討課題及び成果目標検討課題及び成果目標))))    

関連事業スケジュール 

燃焼灰利用指針 ｸﾞﾘｰﾝ熱証書ｼｽﾃﾑ 

4月  

 

 

 

 

  

5月  

 

 

   

6月  

 

 

  

・草木灰利用に関する調査委

託 

 

7月  

 

 

   

8月  

 

 

   

9月  

 

 

   

10月  

 

 

 

   

11月  

 

 

 

 

 

・草木灰利用に関する委託調

査の中間検討 

 

12月  

 

 

   

1月  

 

 

   

2月  

 

 

 ・燃焼灰指針策定に向けた検

討 

 

3月  

 

 

   

H24

以降 

    

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会    

（第 1回合同部会） 

ｸﾞﾘｰﾝ熱証書運営主体募集 

第 1回指針策定委員会 

県庁内プロジェクトチームの設置県庁内プロジェクトチームの設置県庁内プロジェクトチームの設置県庁内プロジェクトチームの設置    

・年間ｽｹｼﾞｭｰﾙ、役割分担確認 

・課題整理、実施候補地域出し 

第 2回指針策定委員会 

燃焼灰処理・再生利用指針(案)

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会    

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会    

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会    

（H23取りまとめ・H24課題整理）

利用ﾕﾆｯﾄ先行ﾓﾃﾞﾙの整備・ＰＲ 

燃焼灰の循環利用(H25～) ｸﾞﾘｰﾝ熱証書ｼｽﾃﾑの運用 

ｼｽﾃﾑ実施主体の立ち上げ 

第 3回指針策定委員会 

第 4回指針策定委員会 

ｸﾞﾘｰﾝ熱証書発行事業実績報告 

県庁内県庁内県庁内県庁内 PTPTPTPT第第第第 2222回ワーキング回ワーキング回ワーキング回ワーキング    

・実施地域の絞込み、関係者説明 

・課題別検討(需要分析、燃料安定確

保、利用ﾕﾆｯﾄ、燃焼灰、証書等) 

・供給：燃料の生産・受注、品質管理 

・利用：ﾎﾞｲﾗｰの導入状況、燃焼灰利用 

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進    

供給部会・利用部会供給部会・利用部会供給部会・利用部会供給部会・利用部会    

県庁内県庁内県庁内県庁内 PTPTPTPT第第第第 3333回ワーキング回ワーキング回ワーキング回ワーキング    

・H24支援制度の検討（関係各課） 

・実施計画案の作成 

・ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料の品質、供給量確保 

・ﾎﾞｲﾗｰの導入状況、燃焼灰・証書状況 

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進協議会    

県庁内県庁内県庁内県庁内 PTPTPTPT第第第第 4444回ワーキング回ワーキング回ワーキング回ワーキング    

・部会を受けてのH24支援制度検討

及び実施計画案の作成 

県庁内県庁内県庁内県庁内 PTPTPTPT第第第第 5555回ワーキング回ワーキング回ワーキング回ワーキング    

・検討事項の取りまとめ 

・実施計画策定及び実施体制の精査 

利用ﾕﾆｯﾄ導入への支援 

利用ﾕﾆｯﾄの県内展開 

協議会への県庁内協議会への県庁内協議会への県庁内協議会への県庁内 PTPTPTPT報告報告報告報告    

・検討の経過及び今後の方針・実施

計画の報告 

ｸﾞﾘｰﾝ熱証書発行事業委託 

H22設置計器 

ｸﾞﾘｰﾝ熱証書発行 

第２回ＷＧに向けての詳細スケジュ

ール確認 



 



木質バイオマスエネルギー利用促進協議会開催計画案(H23) 
 

〔H23の主な検討課題〕 

委員会：「ビジネスモデルの検討」コスト分析、県内の情報の集約、関連機器開発 等 

「グリーン熱証書」グリーン熱証書発行事業の運営や今後の協議会体制について 

供給部会：「ペレット、チップ、薪等バイオマス燃料の品質、供給量確保について」 

利用部会：「木質バイオマス燃焼灰処理・再生利用指針策定に向けた情報交換」 

 

 

 供 給 利 用 

協議会（5 月） 

※両部会同時開催 

■会長及び副会長の選任 

■今年度事業のスケジュールについて 

■グリーン熱証書発行事業について 

（委託事業の仕様書、計測器設置先の検討） 

■燃焼灰処理・再生利用指針策定に向けた検討について 

（H23取り組みの概要及び委託事業の仕様書の検討） 

■ビジネスモデル検討について 

（課題の抽出等） 

勉強会（7 月） 
■地域循環ビジネスモデル、今後の協議会のあり方などについて専門

家を招致して勉強会を開催 

運営委員会（8 月） 

■24年度の協議会事務局体制について 

 （グリーン熱証書の運営など） 

■ビジネスモデル検討について 

 （各段階の検討経緯を分析） 

■木質バイオマスの需要と供給状況について 

■来年度事業に向けて意見交換 

部会（10 月） 

■生産・受注状況について 

■ペレットの品質分析について 

■チップ、薪の品質管理について 

■24 年度の協議会事務局体制に

ついて 

■ボイラーの導入設置状況 

■燃焼灰の再生利用について 

 （堆肥副資材、石灰資材代替等） 

■24 年度の協議会事務局体制に

ついて 

運営委員会（11 月） 

■両部会検討結果について 

■24年度の協議会事務局体制の決定 

■グリーン熱証書発行事業の進捗状況 

■ビジネスモデル検討について（具体的地域、規模、採算性） 

■来年度の計画について 

部会（2 月） 

※両部会同時開催 

■バイオマス燃料の品質、供給量確保について 

 （とりまとめ） 

■燃焼灰処理・再生利用指針策定に向けた検討について 

 （とりまとめ） 

協議会（3 月） 

※両部会同時開催 
■23年度の取りまとめ・24年度に向けた課題整理 

資料６ 



 
 

 
 

高知県木質バイオマスエネルギー利用促進協議会規約 

 

（目的） 

第１条 高知県産木質バイオマスエネルギーの利用を拡大することにより、地域環境の保全

と産業の振興をはかることを目的として、課題を出し合い、対応策を協議するため、「高

知県木質バイオマスエネルギー利用促進協議会(以下「協議会」という。)」を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項について協議する。 

（１）木質バイオマスエネルギーの供給に関する事項 

（２）木質バイオマスエネルギーの利用に関する事項 

（３）木質バイオマスエネルギーの経済性確立に関する事項 

（４）その他県内の木質バイオマスエネルギーに関する事項 

（部会の設置） 

第３条 協議会内には供給部会と利用部会を設置する。 

(委員及び組織) 

第４条 協議会の委員は、供給部会と利用部会から選出されたそれぞれ５名以内の幹事に加

え、学識経験者数名をもって構成する。 

(委員の任期) 

第５条 委員の任期は、2年間とする。 

 (会長及び副会長の選任) 

第６条 協議会には、会長及び副会長各１名を置く。 

２ 会長及び副会長は委員の互選により定める。 

(会長及び副会長の職務) 

第７条 会長は協議会を代表し、協議会の会議を主宰する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長が不在の時は会長の職務を行う。 

(会議) 

第８条 協議会の招集は会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 協議会の会議は、委員の過半数の出席がなければ成立しない。 

(庶務) 

第９条 協議会の庶務は、高知県林業振興・環境部木材産業課で行う。 

 (その他) 

第１０条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は協議会に諮り定

める。 

 

附則 

１ この規約は、平成２３年４月１日から施行する。 
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最
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な
燃
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保
管
方
法
の
検
討

③
燃
焼
灰
の
有
効
利
用
・
適
切
な
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燃
焼
機
器
の
信
頼
性
の
向
上
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生
産
物
消
費
者
へ
の
P
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